
ニ化螺虫の生育と生殖巣との関係

深谷目次 ・中塚憲次

1.緒 言

深谷(1951)は轟に二化螺虫の休眠離脱と生殖巣容積の増大との関係を報じた.spち越冬期

幼虫の生殖巣は踊化直前のものに比較して著し〈小さいが、休眠覚醒に伴って漸失肥大ずる事

実が確められた.とうしたととから越冬幼虫の休眠深度が容易K把握される1ζとになる.

箸者等は1951年第1イヒ期及び第2イヒ期幼虫陀於て特にとの問題を迫試検討したのでその結果

を設に紹介す~.

術本実験を施行するに当って紳助力を惜しまれなかった河田和雄氏に対し深甚の謝意を表し

度い.

2.材料及び方法

実験に供した1イヒ期の二化棋虫は畳光燈tc.飛来した母賊から6月30目、 7月3日陀得られた

卵に由来するものである.叉2化期幼虫は圃場の「雄町」に産卵生育中のものを供試した.

生殖巣は色k 主主意味で主として皐丸を問題としたがその測定は1化期でiは醇化後20日目のも

のから、 2イヒ期は10月4目、即ち騨化後大体30、40日目位いのらのから開始した.
生殖巣の測定はミクロトーグーによったが、所謂容積指数は弐の如〈にして算出した.

v=wt xL (但し、 Vは容積指数、 Wは幅、 Lは長さ、夫k ミタ回メーグーの読そのまま).

3.責厳鯖県

A)第1イヒ期幼虫の発育と皐丸の形態的変化

二化旗虫の第1イヒ期に於ける幼虫期聞は大体30-40日と見られるが、との期を通じて測定ι
た議丸の大さの変化は第1表及び第I図に示される如〈である.

第 1表 第 1化期幼虫に於ける皐丸の形態的変化
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備考:各区10-16頭、 6月30日及び7月3日庫卵， 7月7日主主ぴに 7月10日興事化せるもの (f糟町JjC'主

る室内飼育).

B)第2化期幼虫の発育と生殖巣の形態的変ィr
二化棋虫第2イヒ期に於ける幼虫期聞は休眠期聞をさしはさむため非常に軍期陀亘るものであ

るが、生殖巣は第2表及び第1図tc.示されるような発展温程をとる.

[農学研究第40~星第 2号 113-114頁 1952) (113) 



第 2表 第2化期幼虫に於ける生殖巣の形態自句変化

WJ!ィヒ後日数く月日〉 35(4.X) 釘l(9.X) 49(17.玄〉 66(4.Xl) 

3.3 3.2 4.2 4.2 

S長苫 7.1 • 8.8・ 9.8 9.4 

容積指数 77.3 90.1 172.9 165.8 

2.2 2.5 2.9 2.6 

♀長さ 3.2 15.2 4.9 5.6 

容理費指数 15.5 32.5 41.2 37.9 

備考:各区10頭、muc化後日数は8月25日産卵、 8月30日勝化したものとしての計算日数・
第1図 第1化期及び第2化期幼虫に於ける星島丸の形態自暖化

く容積指数の変北〉
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4.考 察

第 1化期幼虫に於ける皐丸の容積指数段踊化直前陀至ると 300台を示すが、越冬幼虫を加湿

し桶化直前に測定した結果は印O台となっている{深谷 1951). とれは両化期に於ける:幼虫生殖

巣の肥大限度を示すもののようである第1図から、 2イヒ期幼虫の皐丸がその肥大化を中止す

る時期は大体10月中旬であり、且っそれは1化期の幼虫に照臆して見ると瞬化後27目前後に相

当するととが判る.叉若し2化期幼虫の皐丸がその容積指数日Oで桶化する也のとすれば、秋

季に於りる幼虫の毒丸はその拡:31"の容積指搬を以ってー感発展を停止する・ととになる.街、

生殖巣がそに肥大を休止する時期に、幼虫rr.;揖食活IJjがとみに低減する事実は興味がある.生

殖集肥大化の機構、特tc前腕腺その他の所欄ホル"""ンセシグーとの関係tc就いては稿を夏めて

報十るつもりである.
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